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 （様式２） 

１ 取組について 

（１）取組の実施プロセス  

（１）－１．技術者倫理教育の導入と狙い 

技術者の意思決定と行動は社会を変えます。しかし、今日の高度技術社会において、技

術者が自らの行動を設計する基準となる行動規範が揺らいでいます。「技術者」という明

確な将来像があるはずの工科系大学で学ぶ学生も、「技術者になるということ」への理解

や自覚、人間関係や社会との係わり、更に自分自身の取るべき行動について迷っています。 

本学は 1997 年に科学技術応用倫理研究所を開設し、技術者のための新教養教育として

「技術者倫理」を主軸とした教育プログラムの研究・開発を行ってきました。また、その

教育実践を 2004 年度から展開しています。多様な価値観が並存する今日、技術者の卵であ

る学生が社会で活躍できる技術者として「共有すべき価値」を認識し、この価値観に基づ

く「行動設計」能力を持つことが重要であると考える本学は、技術者マインドを涵養し、

自己実現を目指して「自ら行動できる」教養教育を組織的に展開する必要性を痛感してい

ました。本学では、以前から技術者としての価値観とマインドの形成を重視した科目を設

置してきました。1980 年度には「科学技術史」（必修・２単位）を開講し、過去の科学技

術者がどのような価値を重視したのかを体系的に提示することにより、１年次から学生に

技術者としての倫理観や使命感を涵養することを目指しました。さらに、1995 年度から「社

会と技術者」（選択必修・3 単位）を開講して、技術者とは何か、社会はどのような技術

者を求めているのか、また学生はそのためにどのように学び行動するべきか、などを深く

考察する機会を提供しました。 

本取組は、このような実践の成果を基盤とし、2004 年度からの新教育課程において、本

学が展開する「技術者倫理」を人間形成教育の血脈とした新教養教育です。（図 1 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇修学基礎教育課程（基礎教育部）

〇外国語教育課程（基礎教育部）
学習スタイルの習得と社会人基礎力の養成を行います。さらに、国

際的感覚をもった日本人、また社会人としての基本的なコミュニケー

ション能力（正しく読む、書く、聞く、話す、考える、行動するな

ど）の修得をとおして、技術者としての使命感、倫理観、価値観を高

めることを目的としています。

入学

〇工学基礎実技教育

課程（基礎教育部）
創造的に問題発見や問題

解決ができるような能力を

身につけるため、各学習レ

ベルにおいてプロジェクト

を実施し、技術者としての

創造性の向上と人間力の涵

養を目的としています。

1年次
修学基礎
Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ
修学スキル獲得

進路ガイド基礎

基礎学力習得

コミュニケーショ
ン力の習得

生涯学習訓練

１年次
工学設計Ⅰ
（グループ学習）

〇工学基礎教育課程（基礎教育部）

専門基礎科目

専門基礎科目

工学専門実験

専門基礎科目

専門基礎科目

工学専門実験

専門基礎科目 専門基礎科目

専門基礎科目

専門基礎科目

工学専門実験

専門基礎科目

専門コア科目

専門コア科目

専門コア科目

専門コア科目

〇専門教育課程（各学部学科）
各学部・学科が掲げる教育目標を達成するため

に必要な専門分野の専門基礎科目を系統的に配置

し、専門職業人（技術者）としての専門力の習得

を目的としています。

３年次
コアゼミ

４年次
工学設計Ⅲ

工学設計Ⅲは、学部教育の

集大成です。工学設計Ⅲ担当

教員より活動領域プログラム

が掲示され、学生が自主的に

プロジェクトに取り組み能力

の総合化の実践を図ります。

活動領域プログラムは、研究、

作品製作、課題をベースに成

果が求められ、社会的要因、

安全性、信頼性、美意識、倫

理、社会的なインパクトの観

点から評価されます。

２年次
コアガイド

２年次
工学設計Ⅱ
（グループ学習）

工学基礎科目

工学基礎科目

基礎実験・ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞ
コンピュータ演習

卒業

工学の基礎となる数学、物理学、化学、また専
門との統合分野の理論や現象を習得することによ
り専門分野につなげることを目的としています。

技術者倫理教育プログラム

マイクロインサーション
技術者入門Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ 日本学（日本と日本人） 科学技術者倫理

人間と自然Ⅰ 人間と自然Ⅱ 人間と自然Ⅲ

図 1.金沢工業大学の教育課程概念図 

すなわち、本学は「自ら考え行動する技術者」を教育目標として、高い使命感を持ち、

公衆の安全・健康・福利を最優先する技術者としての価値観を共有し、これに基づいて判

 



 
 

断し行動できる技術者を育成しています。 

この技術者倫理教育プログラムは、技術者としての価値判断能力を高める問題発見解決

型教育として、学生の「能力の総合化」を目指すものです。また、技術者倫理教育プログ

ラムの導入は、本学が 1995 年度からカリキュラムの主柱とした工学設計教育（技術的な課

題を中心とする問題発見解決型教育）に加えて、社会・経済・文化・組織などの多様な価

値に関連する倫理問題を問題発見解決プロセスに組み込むことで、「多様な価値を認識す

る能力」「適切に価値を判断する能力」、そして「自らの行動を設計する能力」の向上を

教育目標として人間力教育のさらなる充実を図るこれまでにない教養教育です。 

 

（１）－２．技術者倫理を血脈とする教養教育の実践 

本学は、技術者倫理を血脈とする教養教育を、専門科目を含めて、科目群を有機的にリ

ンクさせた技術者倫理教育プログラムとして展開しています。これは、コアとして、１年

次の「技術者入門Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」（必修・各１単位）、２年次の「日本学－日本と日本人－」

（必修・２単位）、３年次の「科学技術者倫理」（必修・２単位）という必修科目群を開

講し、さらに、専門教育においてもマイクロインサーションと呼ばれる手法を用いた倫理

教育を実践する教育課程全体での取組です。（図 2 参照） 

マイクロインサーションとは、

各授業科目に、適度な倫理的・社

会的文脈を組み入れることで、技

術者としての自覚を呼び起こし、

技術者が重視すべき「価値」につ

いて考える機会を学生に与える教

育手法です。 

こうした教育課程全体を通じた

倫理教育を実践するために、本学

では全学部 15 学科から 2 名ずつ選

ばれた委員で構成する技術者倫理

教育タスクフォース委員会（委員

長：教務部長）（以下、タスクフ

ォースとする）を設置しています。現在、このタスクフォースは、現行の科目内容を大幅

に変えることなく、技術者倫理教育の要素を組み込むグッドプラクティスを収集・分析し

ています。また、各学科から選ばれた委員と、コア必修科目の 1 つである３年次「科学技

術者倫理」を設計・開発・導入した「科学技術応用倫理研究所」の研究員を兼ねる教員と

の協力によって教材開発と教育実践を展開しています。 

工学設計Ⅰ（必修・２）
人間と自然Ⅰ
（必修・１）

技術者倫理教育プログラムの科目（単位数）

マイクロインサーション

学部学科の専門教育

基礎教育部の人間形成教育

技術者としての価値判断と行動を設計する能力の育成

教育目標：自ら考え行動する技術者の育成

１年次

技術者入門
Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ
（必修・各１）

２年次

日本学
「日本と日本人」
（必修・２）

３年次

科学技術者倫理
（必修・２）

４年次

工学設計Ⅲ
（必修・８）

工学設計Ⅱ（必修・２）
人間と自然Ⅱ
（必修・１）

コアゼミ（必修・１）
人間と自然Ⅲ
（必修・１）

図２．技術者倫理教育プログラムの体系

工学設計Ⅰ（必修・２）
人間と自然Ⅰ
（必修・１）

工学設計Ⅰ（必修・２）
人間と自然Ⅰ
（必修・１）

技術者倫理教育プログラムの科目（単位数）

マイクロインサーション

学部学科の専門教育

基礎教育部の人間形成教育

技術者としての価値判断と行動を設計する能力の育成

教育目標：自ら考え行動する技術者の育成

１年次

技術者入門
Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ
（必修・各１）

２年次

日本学
「日本と日本人」
（必修・２）

３年次

科学技術者倫理
（必修・２）

４年次

工学設計Ⅲ
（必修・８）

工学設計Ⅱ（必修・２）
人間と自然Ⅱ
（必修・１）

工学設計Ⅱ（必修・２）
人間と自然Ⅱ
（必修・１）

コアゼミ（必修・１）
人間と自然Ⅲ
（必修・１）

コアゼミ（必修・１）
人間と自然Ⅲ
（必修・１）

図２．技術者倫理教育プログラムの体系

 

（２）取組の特性  

（２）－１．価値共有と行動設計能力の育成を目指す技術者倫理教育プログラム 

技術者倫理教育プログラムは、図３に示すような学習教育目標を掲げ、コアとなる必修

科目とマイクロインサーションによる倫理教育を有機的に連携させることにより、「倫理

問題を解決するために自らの行動が設計できる」能力を育成します。 

 



 
 

1 年次に開講される「技術者入

門」では、学生は「技術者になる

ということ」への意味を学び、技

術者としての自己に気づきます。

この科目を通じて、技術者として

の生涯設計の起点、また、技術習

得の始点として「技術者マインド」

を形成し、技術者としての使命・

責任・倫理への理解を深めます。

さらに、自己実現を目指して、技

術者としての基本的なライフプラ

ンを構築できる能力を養います。 図３．技術者倫理教育プログラムの学習教育目標

マイクロインサーション

技術者が直面する倫理問題の存在と種類について理解できると共に、その
倫理問題に内在する価値を明確化できる。
そして、技術者として重視すべき価値の共有と、これらに基づいた判断、意

思決定のプロセス、行動の重要性を認識し、自らの行動を設計できる。

３年次
科学技術者倫理

技術者倫理教育
プログラムにおける
学習教育目標

１年次
技術者入門Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

技術者としての生涯設計の起点、技術習得の始点として
マインドの形成、責任、使命、倫理への理解と技術者にな
ることへの認識を深めると共に基本的なライフプランが作
成できる能力を養う。

日本および日本人に特有の価値を理解し、人物史や歴史
的事件を通して価値判断の重要性を認識すると共に、諸
外国の多様な価値観を尊重し、異文化に対して開かれ心
と真摯な姿勢を奨励する。

科学技術の目的や役割および社会との関係について理
解し、かつ、技術者が専門職として担う倫理的、社会的責
任を認識し、技術者として重視すべき価値に基づく意思決
定や行動設計ができる能力を養う。

倫理的問題に対する感性を育て、総合的問題解決能力
を伸ばすために、教養科目や専門科目の内容に、社会
的文脈を与えることにより倫理的考察が必要な問題とし
て提示し、問題解決プロセスを組み込む教育手法をいう。

２年次
日本学
（日本と日本人）

技
術
者
倫
理
問
題
に
関
し
て

自
ら
の
行
動
が
設
計
で
き
る

マイクロインサーション

技術者が直面する倫理問題の存在と種類について理解できると共に、その
倫理問題に内在する価値を明確化できる。
そして、技術者として重視すべき価値の共有と、これらに基づいた判断、意

思決定のプロセス、行動の重要性を認識し、自らの行動を設計できる。

３年次
科学技術者倫理

技術者倫理教育
プログラムにおける
学習教育目標

１年次
技術者入門Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

技術者としての生涯設計の起点、技術習得の始点として
マインドの形成、責任、使命、倫理への理解と技術者にな
ることへの認識を深めると共に基本的なライフプランが作
成できる能力を養う。

日本および日本人に特有の価値を理解し、人物史や歴史
的事件を通して価値判断の重要性を認識すると共に、諸
外国の多様な価値観を尊重し、異文化に対して開かれ心
と真摯な姿勢を奨励する。

科学技術の目的や役割および社会との関係について理
解し、かつ、技術者が専門職として担う倫理的、社会的責
任を認識し、技術者として重視すべき価値に基づく意思決
定や行動設計ができる能力を養う。

倫理的問題に対する感性を育て、総合的問題解決能力
を伸ばすために、教養科目や専門科目の内容に、社会
的文脈を与えることにより倫理的考察が必要な問題とし
て提示し、問題解決プロセスを組み込む教育手法をいう。

２年次
日本学
（日本と日本人）

技
術
者
倫
理
問
題
に
関
し
て

自
ら
の
行
動
が
設
計
で
き
る

技
術
者
倫
理
問
題
に
関
し
て

自
ら
の
行
動
が
設
計
で
き
る

2 年次の「日本学－日本と日本人

－」では、日本の歴史上の人物に焦点をあて、その人物が置かれた歴史的文脈での価値判

断や行動を学び、さらに日本人の国民性に関する理解を深めます。また、これらの人物を

通して、諸外国の多様な価値観を知り、異文化に対する開かれた心とこれを尊敬する真摯

な姿勢を養います。 

3 年次「科学技術者倫理」は、技術者倫理教育の中軸です。本学では、倫理教育とは価

値の共有を目的とした「価値共有プログラム」、すなわち、①技術者として重視すべき価

値を明確化し(Plan)、②それらを学生達との間で共有し(Do)、③共有の度合いを測定・評

価し(Check)、④その結果を基に教育課程全体を継続的に改善する(Act)という包括的な施

策であると考えています。その中心が本科目です。（図４参照） 

図４．価値共有プログラムによる行動設計

技術者倫理教育の階層 技術者倫理教育プログラム

本科目では、単に倫理理論や過

去の事例を学ぶのではなく、自身

が将来直面する可能性のある現

実的問題(real world problem)

を疑似体験し、解決することを重

視しています。学生は多くの事例

を自分自身が当事者ならばどう

するかという視点で考察し、倫理

的ジレンマを体験します。また、

倫理問題を分析し、これを解決す

るための行動を設計する方法を

学びます。 

 

（２）－２．マイクロインサーションによる教育課程全体を通した技術者倫理教育 

本学では、技術者倫理を血脈とする教養教育を展開するため、先述した「マイクロイン

サーション」を導入した教育に取り組んでいます。これによって、学生の倫理問題に対す

る感性を育て、技術以外の価値も含めた総合的問題発見解決能力の向上を目指しています。 

現在、すでに、「工学設計Ⅰ、Ⅱ」、「コアゼミ」等に、技術者として最も重視すべき

価値共有プログラム価値共有プログラム

PlanAct

DoCheck

重視すべき価値を明
確確にし、ステーク
ホルダーを同定する

価値をステークホル
ダーの間で共有する

システム全体の
包括的な改善取
組を実施する

共有の度合いを
測定・評価する

技術者個人や個々の
組織とその意思決定
および行動

科学技術と社会の
関係を考察

科学技術そのもの
の本質を理解

科学技術に関連する
制度・組織および個人
との関係を考察

事象の把握
考察の対象

技術者個人や個々の
組織とその意思決定
および行動

科学技術と社会の
関係を考察

科学技術そのもの
の本質を理解

科学技術に関連する
制度・組織および個人
との関係を考察

事象の把握
考察の対象

問題の明確化
価値の明確化

ジレンマ体験

リアルワールド
疑似体験

ケース・メソッドケース・メソッド

ケース・スタディケース・スタディ

行動設計

問題の明確化
価値の明確化

ジレンマ体験

リアルワールド
疑似体験

ケース・メソッドケース・メソッド

ケース・スタディケース・スタディ

行動設計

問題の明確化
価値の明確化

ジレンマ体験

リアルワールド
疑似体験

ケース・メソッドケース・メソッド

ケース・スタディケース・スタディ

行動設計

 



 
 

価値である「安全」を学ぶ内容が組み込まれています。また、自らの設計が社会や環境に

与える影響も考察します。さらに、専門科目の中の課題等に社会的な文脈を与えることに

より、技術者倫理に関連する要素を組み込む準備をしています。このような学習プロセス

により、学生は、技術が社会の中に、そして社会のためにあることを認識するとともに、

技術者の意思決定が社会に与える影響を考察し、技術者として重視すべき価値を共有する

ことになります。そして、学生は技術者としてのアイデンティティの確立を進めます。 

これらの教育活動の中心として全学的な調整を行うのが、前述の「タスクフォース」で

あり、コア必修科目群との連携を図りながら、各科目に倫理的要素を組み入れることで教

育課程全体を通じた倫理教育を推進しています。 

 

（３）取組の組織性  

（３）－１．科学技術応用倫理研究所の設置 

本学では、1997 年に科学技術応用倫理研究所（以下、科技倫研）を設立し、科学技術者

の価値に関する研究を進めると同時に、技術者倫理教育を実践する基盤を築いてきました。

文部科学省や科学技術振興機構の助成を受けながら、これまでにない学術領域である技術

者倫理の構築を目指して、教科書の出版・翻訳、教材開発、国際的シンポジウムの企画・

開催等、着実に研究を進めてきました。その最も重要な成果が、先述した「価値共有プロ

グラム」としての技術者倫理教育の設計・開発です。 

現在、15 名の本学教員が研究員として活動しています。研究員の研究分野は、工学系諸

領域だけでなく、科学史、科学技術社会論、経営倫理、原子力社会学、哲学・倫理学、宗

教哲学等、多岐にわたります。その中には技術者として企業での実務経験を有する研究員

が 5 名います。また、海外の研究員も 10 名参画しています。このように、学際性、国際性、

実務経験と実践力を備えた本研究所を中心に、本学では技術者倫理教育を設計・開発・導

入してきたのです。技術者が重視すべき価値を明確化し、これらを共有するためには、「社

会の中の技術」のあり方をさまざまな視点から考察し、その成果を組織として体系化する

ことが必要です。本学では「技術者入門」および「科学技術者倫理」の担当教員が本研究

所の中核となり、研究とその成果の教育への展開を効果的に実践しています。 

科技倫研は、教育現場で使用できる技術者倫理関連の事例を教材化することをミッショ

ンの１つとしています。具体的には、学内のタスクフォースおよび学外の諸機関（東京電

力、日立製作所等）と連携して、技術者倫理に関連する現実的問題を収集・分析・分類し、

教材化しています。また、各専門科目へ倫理的要素を組み入れる方法に関するワークショ

ップを開発・実践しました。このように本研究所は、各科目を「倫理」という網目で有機

的にリンクさせ、教育課程全体を通じた倫理教育を展開するためのプラットホームとなっ

ています。 

 

（３）－２．技術者倫理教育の実施体制 

具体的な技術者倫理教育の実施体制は図５に示すとおりで、科技倫研メンバーがコア科

目を担当するとともに、専門教育では専門課程の学系主任が主要科目のなかで倫理問題を

取り上げます。また、工学設計科目と専門科目では、各科目担当者が可能な範囲でマイク

ロインサーションを行う一方、科技倫研は定期的に、この手法に関するワークショップを

 



 
 

開催し、専門教員を支援します。また、タスクフォースは、各学科で行われる倫理教育と

必修科目群の調整と情報交換を行います。 

科技倫研は、図５に示す４つを主なミッションとして活動しています。特筆すべき点は、

①に関しては、先述の「価値共有プログラム」としての技術者倫理教育という概念の確立、

②では、必修科目「科学技術者倫理」の設計・開発・導入です。 

特に、「技術者倫理教育

の学習教育目標の明確化、

目標を達成するための学

習者を中心とした教材、ケ

ース（事例）を活用した教

育方法、教育人材、教育成

果の測定ツール」を整備

し、他の教育機関等でも利

用可能な「パッケージ」を

完成させたことは大きな

成果です。また、研究所は

国内外のさまざまな機関

と交流し、情報交換を行な

うとともに、技術者倫理教

育の国際的展開も視野に

入れた活動を行っています。 

図５．技術者倫理教育プログラムの実施体制

技術者倫理問題
連携機関(国内外)
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（４）取組の有効性  

（４）－１．授業アンケートの取組と結果 

本学は全ての授業科目で授業アンケートを実施しています。本取組の有効性を検証する

ために、コア科目群の要である３年次「科学技術者倫理」の授業アンケート結果からアウ

トカムズを測ることができます。また、この科目では、本科目で学んだことを本学の教育

目標と関連づけながら論じる「学習教育目標に関するレポート」を課しています。具体的

には、①本科目を受講しての感想や反省、②本科目で学んだこと、新しく知ったこと、さ

らに③それらと本学の教育目標との関係について、学生が自省的に記述します。 

まず、授業アンケートの結果では（9 頁参照）、それぞれの項目について、達成度が 60％・

80％・100％とする学生の合計が、全体の約 9 割となっています。他の科目に比べ学生自身

の達成度に関する自己評価が非常に高いことから、本取組の有効性を見ることができます。

また、「学習教育目標に関するレポート」の分析から、本取組の有効性を定性的に評価で

きます。このレポートの記述から、1 年次「技術者入門」科目以降いかに技術者としての

アイデンティティを確立しながら、「技術者としてどのような価値を重視し、どのように

意思決定をなすべきか」について、学んだ足跡を読み取る定性的な分析を行った結果（9

頁参照）、コア科目群で課される非常に大きな負荷にも関わらず、多くの学生が、技術者

倫理教育プログラムに対して肯定的意見を持っていることがわかります。 

 

 



 
 

（４）－２．行動規範を重視する文化の醸成 

本学では、学園の構成員（学生・理事・教職員）がお互いに共有すべき価値を「KIT-IDEALS」

という行動規範として定めています。この学園全体の行動規範は、科技倫研の提案で、本

学園が組織的に創りあげたものです。学園全体の価値観が組織的に形成されていることを

実体験することは、技術者を目指す学生が、技術者としての「価値共有」を進める上で有

効です。特に、この「KIT-IDEALS」に示されている価値は、どれも技術者として（また社

会人として）重視すべき価値に他ならないので、本取組の一環といえます。（10 頁参照） 

学園としての価値の明確化が学生によい影響を与えている証左として、学生団体である

「学友会」が自主的に、学園の「価値」を共有しようと能動的な行動を始めたことが挙げ

られます。2006 年度の学友会が、本学学生の共有すべき価値を｢学生宣言｣として明文化し、

これを学生議会が満場一致で採択した出来事が代表的なものです。この宣言は、学生が主

体的に本学学生としてのモラルの向上を図り、「KIT-IDEALS」に示された価値を尊重し、

共有することを謳ったものです。このように、行動規範を重視する文化が醸成されつつあ

る事実は学生の自主性や人間的成長を裏付けるものでしょう。その他、課外でのプロジェ

クト活動で、組織的に倫理的行動を取る姿勢が学生に芽生えています。（10 頁参照） 

 

（５）今後の実施計画 

本取組では、今後、①教育課程全体を通じた技術者倫理教育のさらなる組織的推進、②

価値共有の度合いを測定・評価する方法の開発・運用、③課外活動も含め、キャンパス全

体に技術者倫理上の価値（特に安全）を尊重する環境の整備等を行います。（図６参照） 
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図６．今後の実施計画 

 

本取組のプラットホームである科技倫研では、計画実施のために種々の活動を行ってい

ます。例えば、学生に「価値共有」の機会をさらに提供する（Do）ために、ｅ-ラーニング

の導入を検討し教材を精査した結果、オランダで開発された Agora と呼ばれる教材が、「具

体的な事例を通して倫理問題を体系的に分析・考察する能力を高めるためのツールとして

非常に有効である」と判断しました。すでに、この e-ラーニング教材のシステムおよびコ

ンテンツの日本語化を終えました。また、不足しがちな学生とのコミュニケーションを促

進するために、小カードを用いて学生の生の声を聞き、これにコメントをつけ、Web 等を

使ってフィードバックする手法（小カード・システム）を開発しました。（10 頁参照） 

さらに、測定手法（Check）については、ピッバーグ大学等と共同で、学生の倫理的判断

 



 
 

能力を測定する手法（KIT Rubric）の開発を進めています。これらを基に、上記①～③を

次のとおり具体化することを計画しています。 

【平成 19 年度】 

マイクロインサーションのグッドプラクティス、および専門領域特有のケース（事例）

を収集し、より効果的に専門科目の中でマイクロインサーションを実施する方法を検討し

ます。タスクフォースおよび科技倫研で収集されたケースは、次年度以降 FD ワークショッ

プで利用することを目標に、研究所において整理・分類・データベース化を進めＦＤ資料

として冊子にします。同時に、こうした事例を Agora に実装し、講義および学生の自学自

習に使う準備をします。また、本学独自の測定手法である KIT Rubric を含め、倫理教育の

アウトカムズを「質的に」測定する方法（フォーカス・グループ・インタビューやポート

フォリオ・アナリシス等）を検討します。課外では、技術者倫理版の学習サークル（仮称

「技術者倫理考房」）を開設し、学生とともに、行動規範の検討と浸透を図ります。 

【平成 20 年度】 

これまで収集されたケースの分類を完成させます。また、教育的に優れたケースを Agora

に実装し、試行的に運用します。また、専門科目を担当する教員を対象に、マイクロイン

サーションおよびケース・メソッド手法に関する FD ワークショップを開催します。また、

マイクロインサーションを実践する教員を支援するシステムを構築します。加えて、前年

度検討した測定・評価方法を実際に試行します。その結果を分析したうえで、技術者倫理

教育プログラムの改善の手がかりにすると同時に、測定・評価方法自体の有効性・問題点

を検討します。平成 21 年 3 月には、本取組そのものを中間評価するために、国際シンポジ

ウムを開催します。課外では、技術者倫理考房活動を継続するとともに、Ethics Bowl（倫

理問題に対する解決案を競うコンテスト）の開催を準備します。また、倫理的環境をさら

に整備するために、ホームページと技術者倫理パンフレットの作成を始めます。 

【平成 21 年度】 

これまでの成果を基に、FD ワークショップを定期的に実施し、前年度構築した支援シス

テムを運用します。これにより、専門科目を担当する教員が、講義の中に倫理問題を導入

することが進み、その結果、専門課程においても倫理教育がさらに広がります。また Agora

を運用することで、ハイブリッド型の e-ラーニングを実現するだけでなく、学生が技術者

倫理問題を自分で考える機会をより多く提供できます。さらに、前年度の検討を基に、技

術者倫理教育プログラムの測定・評価を実施します。前年度同様の分析を行うと同時に、

将来、入学前から卒業後までの通時的な測定・評価を行う方法についても検討します。課

外では、前年度に準備検討した Ethics Bowl を実際に開催します。また、課外活動用の技

術者倫理パンフレットを作成し、学生を中心に配布します。 

 

このように、平成 19 年度から 21 年度にかけて、教育課程全体を通じた倫理教育を推進

するための体制を確立させるとともに、課外活動においても学生が技術者としての自覚を

持ち、価値共有を進めるための環境を整えます。すなわち、学生が、自己実現を目指して、

技術者としてのアイデンティティを確立し、価値の共有を深め、その価値に基づいた行動

を設計できる能力を育てる「新教養教育」を推進するのです。 

 

 



 
 （様式３） 

２ データ、資料等 

学習教育目標の達成度【出典：平成 18 年度秋学期「科学技術者倫理」授業アンケート結果】 

②倫理的な想像力，倫理的問題を認識し分析する
能力，責任感を向上させる必要性などを説得力を
もって他者に説明できる
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①科学技術者として直面する可能性のある倫理的
な問題の存在と種類について具体例を挙げながら
説明できる
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④倫理的ジレンマを疑似体験し，そこから得たことを
自分の経験や考え方と関連づけながら小論文にま
とめることができる

6%

42%
44%

6%

2% 0%

「100%」

「80%」

「60%」

「40%」

「20%」

「0%」

 

③倫理的な想像力，倫理的問題を認識し分析する
能力，責任感を向上させる必要性などを説得力を
もって他者に説明できる
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⑥本科目の目的と，本学の教育目的・目標との関係
を自己点検できる
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⑤エシックステストなどの倫理的問題解決の方法に
ついて理解し，これらの方法を具体的な事例におい
て適用できる
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※数値は、学生が各学習教育目標に対する到達度を回答したもの 

 

価値共有の機会の獲得【出典：平成 18 年度秋学期「科学技術者倫理」の課題 8「学習教育目標に関する

レポート」結果（4 クラス、計 198 人分）】 

技術者として「共有するべき価値」について、

学んだ足跡が読み取れるものを「肯定的」、そう

でないものを「否定的」、どちらとも判断できな

いものを「どちらでもない」に分類した結果です。 
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価値共有の諸要素 

安全管理者代行辞令と学生スタッフによる講習（夢考房）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動設計案の発表（価値共有） 

小カード・システム 

倫理問題のジレンマ体験 

科技倫研の国際ワークショップ 

科学技術者倫理ｵﾘｼﾞﾅﾙ教材 

独自開発のコア科目教科書 

全教室に掲示される学生宣言 
Agora（ｅラーニング教材）

マイクロインサーション研究 

KIT－IDEALS （行動規範）

私たちは、学園共同体として共有すべき価値を“KIT-IDEALS”として定め、これらに基づく信条を
次の通りまとめました。これを学生、理事、教職員が常に意識し、尊重することにより学園共同体
の向上発展を目指します。

Ｋ Kindness of Heart（思いやりの心）
私達は[素直､感謝､謙虚]の心を持つことに努め明るく公正な学びの場を実現します。

Ｉ Intellectual Curiosity（知的好奇心）
私達は[情熱､自信､信念]を持つことに努め精気に満ちた学びの場を実現します。

Ｔ Team Spirit（共同と共創の精神）
私達は[主体性､独創性､柔軟性]を持つことに努め共同と共創による絶えざる改革を進め前進します。

Ｉ Integrity（誠実）
私達は誠実であることを大切にし、共に学ぶ喜びを実現します。

Ｄ Diligence（勤勉）
私達は勤勉であることを大切にし、自らの向上に努力する人を応援します。

Ｅ Energy（活力）
私達は活動的であることを大切にし、達成や発見の喜びを実現します。

Ａ Autonomy（自律）
私達は自律することを大切にし、一人ひとりを信頼し尊敬します。

Ｌ Leadership（リーダーシップ）
私達はチームワークを大切にし、自分の役割における自覚と責任を持ちます。

Ｓ Self-Realization（自己実現）
私達は自らが目標を持つことを大切にし、失敗に臆することなくさらに高い目標に挑戦することに努めます。

大学全体の価値共有の基盤

KIT－IDEALS （行動規範）

私たちは、学園共同体として共有すべき価値を“KIT-IDEALS”として定め、これらに基づく信条を
次の通りまとめました。これを学生、理事、教職員が常に意識し、尊重することにより学園共同体
の向上発展を目指します。

Ｋ Kindness of Heart（思いやりの心）
私達は[素直､感謝､謙虚]の心を持つことに努め明るく公正な学びの場を実現します。

Ｉ Intellectual Curiosity（知的好奇心）
私達は[情熱､自信､信念]を持つことに努め精気に満ちた学びの場を実現します。

Ｔ Team Spirit（共同と共創の精神）
私達は[主体性､独創性､柔軟性]を持つことに努め共同と共創による絶えざる改革を進め前進します。

Ｉ Integrity（誠実）
私達は誠実であることを大切にし、共に学ぶ喜びを実現します。

Ｄ Diligence（勤勉）
私達は勤勉であることを大切にし、自らの向上に努力する人を応援します。

Ｅ Energy（活力）
私達は活動的であることを大切にし、達成や発見の喜びを実現します。

Ａ Autonomy（自律）
私達は自律することを大切にし、一人ひとりを信頼し尊敬します。

Ｌ Leadership（リーダーシップ）
私達はチームワークを大切にし、自分の役割における自覚と責任を持ちます。

Ｓ Self-Realization（自己実現）
私達は自らが目標を持つことを大切にし、失敗に臆することなくさらに高い目標に挑戦することに努めます。

大学全体の価値共有の基盤 全教室に掲示される行動規範 



 
 （様式４） 

３ 取組に係る経費 

 

省略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 （様式５） 

４ 大学・短期大学の基礎情報 

（１）大学・短期大学の特色（概要）（※800 字程度） 

金沢工業大学（以下本学）は、昭和 40 年(1965 年)に産業界の技術者養成に応える

べく、日本海沿岸地域における最初の工学系私立大学として設立されました。以来、

常に学生のための大学、社会に必要とされる大学を目指し努力した結果、現在 3 学部

15 学科、大学院 2 研究科 10 専攻で構成される工科系の総合大学に成長しました。 

 本学は、建学の理念「人間形成・技術革新・産学協同」に基づき、学生・教職員・

理事が三位一体となり、その時代に応じた積極的な教育施策を展開しています。そし

て、平成７年度(1995 年度)からは、「学習意欲の触発と増進」「伝達すべき知識の

量の精査」「伝達すべき知識の質の検証」「工学基礎教育・専門基礎教育の重視」「教

育組織の再構築」「教育方法の改善」の 6 項目を基本方針とする教育改革に取り組ん

でいます。教育改革の基軸は、教員が「教える教育」から、学生が「自ら学ぶ教育」

への転換を目指すことにあり、その成果は毎年の高い就職率となって現れています。 

また、本学には独自の組織として、大学と併設される「教育支援機構」を設けてい

ます。この教育支援機構は、副学長を中心とした６つの学習センターで構成される組

織で、実践される全ての教育において、授業と課外の学習活動を支援する役割を担っ

ています。これらの取組が徐々に成果を出し、学生は正課での学習のみならず、課外

における学習についても積極的に行う学習スタイルが根付いてまいりました。 

特に、平成 16 年度から運用する KIT ポートフォリオシステムは、学生の「気づき」

から意欲と自省を促し、学生自身による修学目標の明確化とキャリアデザインを支援

する仕組として、技術者を目指す一人ひとりの学生の成長を支援するツールとなって

います。本学は、「自ら考え行動する技術者」を教育目標に掲げ、一人ひとりの学生

が、社会に通用する技術者となるべく教育を実践しています。 

（文字数 789 字） 

（２）大学・短期大学の規模（平成 18 年 5 月 1 日現在） 

取組を実施
する学部等 

学部等名または学科名 
学 科 ( 課 程 )
数、専攻数 

収容定員数 在籍学生数 専任教員数 

〇 
〇 
〇 
〇 

 

基礎教育部 
工学部 
環境・建築学部 
情報ﾌﾛﾝﾃｨｱ学部 

 
（合 計） 

   ４ 
   ６ 
   ５ 
   ４ 
 
  １９ 

０
３,６４４
１,４４０
９００

 
５,９８４

０     １１８ 
４,２６４ 
１,６０８      ５５ 
１,０２５ 

 
６,８９７     ２９５ 

    ８４ 

３８ 
 

＊１ 教養教育科目、外国語科目等を担当する独立の教育研究組織がある場合、適宜、記入してください。 

＊２ 取組を実施する学部等は、上記表の「学部等名または学科名」欄の左欄に○を記入してください。  

 

（３）取組の実施期間中の組織改編等の予定と影響の有無 

組織改編等の予定：有，影響の有無：無 

平成２０年度に現行の 3 学部 15 学科から、４学部 14 学科体制に学部・学科改編

を予定しています。しかしながら、本取組は、全学部を対象としており、改編後の

全教育課程において実施するもので改編後の影響はありません。 

 

 


